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Ⅰ 緒 言

著者等の 一人藤原1)は 既に分裂病者に就て

血液の燐劃分を検 し,慢 性型に於 てピロ燐酸

が多 く,急 性型に於て少 いことを認めた.そ

れはいわば静的状態の観察であつたが放射性

P32を 用いれば 動的な状態 が知 られ る筈であ

る.こ の 目的 で な され た の が 本 実 験 で あ

る.

Ⅱ 實驗材料及び實驗方法

患 者の年令は20才 より40才 迄の男女を大

体同数採 り,発 熱その他の身体症状を有 しな

い者を選び,対 照 としては3人 の神経質患者

を選んだ.

凡ての実験に於 て,早 朝空腹時にNaHP32O4

の蒸溜水稀釈液を0,03mCの 割合 で肘静脉に

注射 し,朝 食を与えず安静にして2時 間後に

反対側肘静脉 から採血 し,直 ちに氷冷 しなが

ら7%三 塩化醋酸5c.c.を 加え0℃ 10分 間放

置後 濾 過 し,濾 液 に 就 い てLohmann2)の 記

載 に 従 い血 中酸 可 溶性 燐 につ い て 検討 した.

各燐 劃 分の 計数 値 よ りBomshov3)に 従 つ て無

機 燐 酸,ピ ロ燐 酸,ヘ キ ソ ーゼ エ ステル 燐酸

を算 出 した.

Ⅲ 實 驗 成 績

藤原の以前の記述に従ひ,急 性型 と慢性型

に分けて実験結果を表に示すと 第 Ⅰ表の如 く

である.

第 Ⅰ 表

〔急 性 型〕P32静 注 後2時 間 の 計 数 値
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〔慢 性 型〕P32静 注 後2時 間 の 計 数 値

第1図

無 機 燐 酸 計 数 値

血 中無機燐酸 とピロ燐酸の劃分の計数値の

相互関係を見 ると第1図 の如 く,急 性型では

症状の好転,悪 化共に左上 方 に一 群 を 形 成

し,之 に対 して慢性型は右下方に位置 して散

在 してい る.唯,慢 性型の中2例 だけが急性

型群 に混入 している.こ れには1例 の好転例

と1例 の悪化例が含 まれているが前者は検査

1週 間前興奮錯乱状態に陥 いつていて漸 く2

日前か ら安静を取戻 したものの,尚 多少の興

奮 を残 している状態であ り,後 者は錯乱状態

を持続 していたものでその症状か ら して も何

れ も急 性 悪 化 例 と称 して もよい もの であつ

た.又 急性型 の中3例 が慢性型群に混入 して

い るがその意味については今 の所明 らかでな

い.

次にピロ燐酸の計数値 と臨牀症状 との関係

を よ り明瞭に表わすために第2図 をあげた.

第2図

ピ ロ 燐 酸 計 数 値

之に依つて見 ると急性型及び慢性型 の中で

も前記2例 のよ うな興奮期にあるものは,凡

て60以 上に位 置し,以 下対照 例 を 中間には

さんで,急 性型では ピ ロ燐酸のturnover rate

が正常 よ り高 く,慢 性型では低下 しているこ

とが認められ る.

第 Ⅱ表は無機燐酸 とピ ロ燐酸 との量的関係

を時間を追つて調べた ものであ り,第3図 も

同様な 目的 でよ り短時間の間隔で観察 したも

のだが,こ れ らの結果か ら,血 中に注射 され

たP32は 既 に10分 後 には ピロ燐 酸 劃 分に入
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つていて, 2時 間でほぼ最高に達することが

知れ る.

第 Ⅱ 表

第3図

P32注 射 後 採 血 時 間

Orstrom4)は 私達 と同 様 の 実 験の結果,ヘ

キ ソーゼエステル燐酸が感情易変性並に感情

鈍麻性分裂病に於 て前者に大で後者に小な る

ことを認めてい るが,私 達の実験で もこの こ

とは確認された.(第4図)

第4図

ヘキ ソーゼエステル燐酸計数値

Ⅳ 考察及 び結論

以上の実験で先ず 目につ くのは,ピ ロ燐酸

劃分に於け る所見 であ る.即 ち急性型 もし く

は慢性型で尚興奮状態にあるものは,無 機燐

酸 よりピロ燐酸へのturnover rateが 高い.

之 に対 して慢性型 では対照以下であ り,両 者

は対照例を中間において互に相反 した値を示

す.

この事実はつ ま り急性型では ピロ燐酸 の消

費が対照に比 して多 く慢性型は少ない ことを

示す ものであ り,藤 原が以前に認めた,慢 性

型に於 て多 く,急 性型に於 て少い と云 う事実

を裏書きす るものである.

更 に又turnover rateを 時 間 的 に観 察 して

見 る と,第 Ⅱ表 及 び第3図 の示 す よ うに急 性

型 に較べ て明 らか な 差違 が あ り,慢 性型 では

24時 間 後 も 無 機 燐 の 多量 が血 中に存 在 して

い た よ うな例 も あ り,そ の緩 慢 なturnover 

rateの 状 態が 窺 われ る.

ヘ キ ソーゼ エ ステル 燐酸 値 に就 い てはOr

stromも 私 達 と同 様 な所見 を 記 載 して い る こ

とは 前に 述べ た 通 りで あ る.

以 上を 要 約す る と次 の よ うに云 え るで あ ろ

う.

1) 分裂病者の血 中に注射 したP32は 急速

に ピロ燐酸に移行 し,速 い もので一時間,遅

い もので も2時 間前後で最高に達 し, 24時 間

を経る とP32は 大部分血中酸可溶性劃分 より

去 る.

2) 2時 間後採血では急性型は ピロ燐酸 の

turnover rateが 高 く.慢 性型の興奮期 も同様

な値を示す.慢 性型は之に反 して対照例 よ り

も低下 している.対 照例は両者の中間に位置

す る.

3) 感情 易 変型 は ヘ キ ソーゼ エ ステル 劃分

のturnover rateが 高 く,鈍 麻 型 は低 い こ と

を 示 してい る.
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